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京都府北部

	１）　宮津ブロック


神からいただいた信仰の恵みを、個人の救いのためだけではなく

生活によるあかしによって、周囲の人々に福音を伝える恵みとして生きる。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福音宣教の使命は全ての信者の共同責任であり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべての信者が福音宣教を支える務めがあります。（EN59）

　新しい福音宣教に向かう小教区評議会

　　ことし、仮規約で出発した小教区評議会が、福音宣教する共同体になるための機能を発揮できるよう小教区の
信徒全員が協力できる態勢を整える。

交わりと協力　

　　　　・　典礼（とくに、ミサと集会祭儀）への積極的参加のしかたの工夫。

　　　　・　部会への所属（可能な限り）によって教会の動きに関心を持つ。

　　意見交換とコンセンサスをつくる努力をしながらこれまで以上に、相互に受け入れあう雰囲気をつくる。

聖霊に聞き従う　

　　　　・　宣教司牧の精神で行われるブロック内の学びと祈りの企画への参加のチャンスを増やす。
とくに交通手段をもたない信徒への配慮と工夫により、ともに信仰を深めていく。

　　　　　　—　聖書講座、各種の研修会（典礼その他の養成）、黙想会など　―
　　　　・　子どもたちの信仰教育は家庭からという意識を育て、「子どもとともにささげるミサ」に親子で参加し、
まず、親としての信仰を深める学びに取り組む。

　　　　・　ブロック内に子どもの信仰教育への関心の輪を一層広げる。

良い知らせを全ての人々に

　　　　・　教会内外の状況に関心を持ちながら、とくに、貧しい人々、社会的に弱い立場の人々、国際社会で、
紛争や飢餓のために、命を脅かされている国の子どもたちについての情報を、たがいに分かち
合い、一人一人が、祈りと捧げものによってその人々のために責任を持つのだという意識を育てる。

　　　　・　平和、人権、福祉、環境などの分野に対する社会の動きにも敏感になり、福音宣教的な関わりを持つ
ためにも、教会内に掲示されている資料に関心を持って目を向けるように努める。　
	２）　舞鶴ブロック


　　　１．信仰・教会生活について生涯学習の充実を図る
　　　２．ミサに多くの信者が与かる工夫をする
　　　３．青少年の教会生活の充実を図る
京都府南部
	３） 北ブロック


 (１)　教会から離れた人に対して
　　　　種々の理由で教会に来られない人、信仰的にか、家庭の事情か、健康状態によるものかなどの

実態把握が必要である。また合同ミサの場合、他の小教区聖堂への移動困難な人にどう対処する

か、協力態勢の整備。

 (２)　青少年の育成

　　　　小教区ごとに初聖体や堅信の秘跡を受ける子供たちの教育を修道者や信徒によって実施、

ブロックとして子供の教育の委員会がイニシアチブをとって合同での夏の研修会の開催をしているが、さらなる充実を目指す。

小学高学年や中学生の育成は教育離れの問題などで不可能のように言われているが、大きな

祝日や聖週間のような家族単位で参加する場合に教会に来ている、できるだけ侍者をしてもらう。

その時、たとえ10分でも信仰教育の時間を作るようにする。蓄積を大切にする。

 (３)　信徒教育・育成

　　　　教えることは学ぶこと、信徒による学習会や秘跡を受ける人の教育、結婚講座などができる人と、

　　　幅広く人材を養成する必要がある。

 (４)　社会とともに歩む教会

　　　　社会とどうかかわっていくか。ブロックとして、合同ミサの献金は路上生活者の支援や自然災害、

レイテ島の地滑り被害地支援のために送る。

　古切手の収集による海外医療への協力、盲導犬育成の募金と、路上生活者の方々のための

援助、古布を集めおむつを作成して病院や施設に寄付などを行なっている。

　バザーの開催で海外・国内の支援を必要とする団体に寄付する。

　今後とも社会とのかかわりを充実させていく。
	４） 西ブロック


１．共同宣教司牧を更に推進するためにお互いのコミュニケーションを大切にする地域共同体

（ねらい）

昨年のブロック活動の評価を通してお互いにプロセスを共有しながら活動出来ましたが、その中で世代を超えた
信仰による交流と新たな福音宣教への動機を持つ必要性が確認されました。今年はより一層相互に交流し信仰を
伝えるための動機を高めたいと思います。

（実行すべき計画）

	西ブロック担当司祭団
	西ブロック役員・部会代表者
	西ブロック信徒

	· 教区的ニードと情報及び地域

の現状を司牧的判断によって

調整したうえで地域宣教司牧

に生かす。

· 担当司祭どうしの違う賜物を更に生かしあい、福音的交流を

深め、共働の精神を学ぶ。

· 昨年の反省から、この地域の

ために共同宣教司牧の実りを

もたらすもう一人の担当司祭や

協力司祭を探す。


	· 教区情報やブロックの方向性に

関して、理解し把握する。

· 小教区の信徒がより多く信徒

養成講座に参加するように、

信徒のニードを収集し養成の

機会を増やす試みを行う。

· 司祭が行う役務を除いて、教会

運営や宣教活動において信徒

各自が自立していく方法論を

探求する。

· 司祭団と信徒、また集会祭儀

司式者や病床訪問グループ

とのコンセンサス。
	· 教区・ブロックで定められた

分かち合い・共同黙想・研修の

機会に出来るだけ主体的に

参加する

· 教会活動に参加できない場合、

自分の意見を代弁して下さる

信徒に連絡する。

· 自他の信仰観を尊重しつつ、

現代社会に存在する教会が

新しい福音宣教の使命を遂行

する時、信徒は自己の使命を

新たに見直して、教会と共に

使命を実行していく勇気を

持つ。




２．自の実情・生き方を通して共同宣教司牧の実りと各自の福音宣教を評価しあう共同体

（ねらい）

昨年は共同体における賜物の識別と分かち合いをテーマとしましたが、教会はそれ自体が宣教的でもあります。
各自が日常生活において神の宣教のわざの奉仕者となれるように、意識して教会活動以外で自分がどのように
宣教者として遣わされているかに気づき、何かしらの活動を行い、再びそれを信仰共同体で分かち合いたいと
思います。

（実行すべき計画）

	西ブロック担当司祭団
	西ブロック役員、部会代表者
	西ブロック信徒

	· 自分が担当している講座に
よって、求道者や信徒に対して、
絶えず新しい共同宣教司牧の
精神で養成をしていく。

· 信徒養成講座（西ブロック集会
祭儀司式者・聖体奉仕者）に
よる養成。

· 新しい講座の探求。「続」入門
講座のようなもの。
	· 教会の信徒の代表者グループ
として、自分が出会う信徒を
教会の構成員として養成出来る
ように積極的に関わっていく。

· 分かち合いの充実のための
新しい方法の提案。


	· ミサと日常生活において、自己
のキリスト者としての生き方や
宣教のわざに焦点をあてて
生きているかどうか見極める。

· 自分自身を通して行われた神の
宣教のわざを共同体の信仰と
信頼関係のうちに分かち合い、
感謝しあう。


	５） 東ブロック


（1） 短期計画
1 「青少年育成委員会」の設置：長期計画の具現化

1. 目的・構成を明確化
2. 具体的な活動内容の方向付け

2 「共同宣教司牧東ブロック会議」の在り方について考えてゆく
1. 東ブロックの独自性について
2. 司祭団と信徒との連携、小教区とブロックとの繋がりの改善に向けて
3. 「小教区ブロック担当者会議」の運営の改善

3 2006年司教年頭書簡「日常からミサを生きる、パート３」の具体的な取り組み

1. 小教区組織の変更とその実践

2. 小教区評議会規約の小教区間でのすりあわせと最終的な調整
（2） 長期計画（2003－2005年度と同内容）
1 信徒の信仰教育プログラムの取り組み、特に子どもと青年への信仰教育
将来の教会を担う世代を育成する生活を営むことは必須であり、急務である。信仰教育プログラムとしては、常に第2バチカン公会議の精神と、京都教区の示す方向性を確認しつつ進める必要がある。
2 福音宣教する教会

教会に来ることができなくなった人たちを顧みるための方策について話し合う必要がある。未信者への積極的な対応が必要であり、信者数を増やす努力も同時に必要である。

	６） 南ブロックＡ


　2005年度計画の続行

　(長期)　現行各小教区評議会仮規約による小教区およびブロックの宣教司牧体制の確立

　(短期)　各小教区での活動部の具体的行動

　　　　　　３小教区の評議会の連動性の確立

　　　　　　３小教区の活動部の連帯
	７） 南ブロックＢ


①　小教区規約作成のための前文と本文を作成する。
· 役員、あるいは規約作成チームが司祭・教理担当者ともに前文、規約本分のたたき台を作成し、
小教区評議会において検討していく。
· 決して慌てて文章を作成する必要はなく、この1年間、十分時間を掛けて作成していく。
②　みことばを分かち合い、分かち合いを学ぶ。
· 分かち合いは司会者によって、分かち合いの方向性が左右されるため司会者の養成を行って行く必要がある。
· 分かち合いが、雑談や井戸端会議、無益な議論にならないように、分かち合いの方法、ルールを学んで行くことが必要である。
· すぐにできることとして、短時間でいいので、聖書のみことば、例えばミサの中での福音についての分かち合いを行うように努めていく。小教区規約や福音宣教などについての分ち合いは、各自の思いが先行するので現時点では分かち合いとしては不適であり、分ち合いと話し合いとを区別していくことが必要である。
· 各小教区、ブロックにおいて、分かち合いが持てるような時間と環境を計画的に作って行く。
③　自分自身と社会の現実を見つめた身近な所からの福音化(福音宣教)を目指す。
· まず自分自身と教会共同体に中にある非福音的なものに気付くことが、自分自身と教会共同体の福音化のために不可欠である。そこから個人、教会、社会の身近なところからの相互の福音化を目指していく。
共同体の身近な人々に目を向け、教会共同体で持続可能な福音化を目指し、福音化を学ぶ。
奈 良 県

	８） 北部ブロック


	　　長　期　目　標
	２００６年度　短期目標

	Ⅰ　青少年の育成
	①　北部ブロック青少年交流の実施

	
	②　合同サマーキャンプの実施

	Ⅱ　信徒の信仰養成
	①　奈良地区聖書講座への参加の促進

	
	②　集会祭儀についての学習

	Ⅲ　滞日外国人との交流
	滞日外国人との交流の具体化


	９） 南部ブロック


信仰仰養成 
目標 １　今年の間、少しでも信仰養成のあらゆる側面を改善する

計画 １　去年始めたミサ後の聖書や要理の話を続け、毎回その内容を共同宣教司牧の精神に沿うものとする。

計画 ２　ミサ後の話がある場合、教会学校で同じテーマについて考える。

計画 ３　2007年３月31日までに、去年作った祭壇奉仕者のための 「ミサ式次第マニュアル」 を実行する。

計画 ４　去年始めた中高生の信仰養成のための活動を続け、少なくとも年２回中高生の集まりを催す。

計画 ５　各教会の聖書を分かち合う機会を増やす。

計画 ６　ブロック、および小教区の聖書勉強の場を設ける。

計画 ７　キリスト教入門講座の内容を見直し、再出発する。

計画 ８　各教会で教会学校、中高生および求道者のリーダー養成に取り組み、年２回研修会を開く。

計画 ９　各教会で、年２回以上小教区評議会制度の説明会を催す。

計画10　小教区内の地区を 「キリスト者小グループ」 として集まるように促す。

 コミュニケーション 
目標 ２　今年の間、少しでもコミュニケーションのあらゆる側面を改善する

計画11　小教区評議会の前に、各活動部会が小教区役員に月報を提出する。

計画12　各小教区活動部会は、2006年５月末までに、活動部会の役割と任務を信徒に提示する。

計画13　各小教区評議会の議題は、会議の一週間前の主日に信徒へ提示し、議事録は会議の一週間後、提示
する。

計画14　ブロック会議の議題は、会議の一週間目の主日に信徒に提示し、議事録は会議の一週間後、提示する。

計画15　信徒が、少なくとも年３回、自分の小教区以外のブロック内の教会で主日のミサに参加することで、交流を
深めるよう促す。

計画16　奈良南部 「朝祷会」 の活動を信徒に説明し、参加することを促す。

計画17　できるだけたくさんの信徒が2007年のエキュメニカル音楽の準備を積極的に手伝い、音楽祭に参加する
ように努力する。

計画18　2007年１月18日～25日のキリスト教会一致中間の間に、他のキリスト教派の人々を招いて、ブロックの
合同礼拝を催す。

計画19　少なくとも年２回、ブロック国際交流ミサを行なう。

 社会活動  

目標　３　今年の間、信徒が信徒として社会活動に参加することを促す

計画20　奈良カトリック協議会の方針に一致して、 「奈良ダルク」 を支え、具体的に手伝う。

計画21　信徒がボランティア活動に参加するように努力する。
滋 賀 県

	10） 湖西ブロック


2005年11月6日の滋賀湖西ブロック会議で、2005年度宣教司牧計画（短期目標）の評価を行いました。評価に
基づき、2006年度も2005年度と同じ目標にします。

共同宣教司牧の目標

福音化する共同体になる。

長期目標（２００５年より５年間）

１．典礼をとおして、信仰共同体を実感できるようにする。

２．部会活動を充実させる。

３．社会とともに歩む活動をすすめる。

短期目標（２００６年宣教司牧計画）

１．規約改正を含めた教会の変革を実行する。

２．子供たちの育成のために、大人自らが変革していく。

３．典礼の見直しをすることによって、信仰共同体を実感できるようにする。

４．部会活動をすすめるために、ブロック内の情報交換をおこなう。

　　典礼部－大津教会、広報部－大津教会、教育部－唐崎教会、社会活動部－唐崎教会がイニシャティブをとり
安曇川教会に連絡を取りながら各部会の情報交換を行う。

	11） 湖東ブロック


＜　共同宣教司牧の実践を目指して　＞
	目　　　標


	湖東ブロック推進計画



	
	手　段（実施記録をとること）

	前 期


	後　期



	目標１：私たちは、身近な社会の中で、
　　　　福音を証し、その素晴らしさを

伝えます。

活動項目１：

(1)家庭で、地域社会で、職場で行いに

よって人びとの心をとらえ、証し伝え

ます。

(2)私たちが神様の恵みを感じ、その
 喜びを未信者の人にも伝えましょう。

(3)共同宣教司牧は、教会内政策なので、
それについて、学び体験しましょう。

(4)小教区相互の協力関係を深めて
いきましょう。

	Ａ）「日常からミサを生きる」(パー
ト３)の内容について各小教区
で話し合う。

Ｂ）キリストをより深く知り、自分
を見つめ良く知り、キリストと
つながる部分を自覚し大切に
する。
	○

○


	○

○



	目標２：私たちは、ここに集う多くの人
が、キリストの愛につつまれた
親しみと信頼に結ばれた教会を
作ります。

活動項目２：

(1)初対面の人に対しても、挨拶をしま
しょう。

(2)教会行事に参加しコミュニケーシ
ョンをとりましょう。

(3)相手のことを思いやり、人の心を傷
つけるようなことや、人の悪口を言わ
ないようにしましょう。

(4)居心地のよい時間や空間をつくり
ましょう。


	Ｃ）祈りの会（オアシス）、安土
  セミナリオ記念ミサ、ウオーカ
ソンに参加しコミュニケー
ションをとりましょう。


	○

	○


	目標４：私たちは、大人と子供のカト
リック教育に力を入れます。

活動項目４：

(1)聖書研究などに参加しましょう。

(2)小・中・高生のカトリック教育に力を

いれましょう。

(3)祈りと各種講習会に参加しましょう。

(4)集会司式者、聖体奉仕者向けの講習

会に参加しましょう。


	Ｅ）Ｊ神父の聖書研究講座に参加

しましょう。

Ｆ）小・中・高生を巡礼や大会に

参加させましょう。 


	○

	○
○




＊　○印は予定、実施すると●印になります。

三 重 県

	12) 北勢ブロック


	１．四旬節・待降節の黙想会と共同回心式
	
	
	
	

	　　　黙想会の日程は担当司祭団で話し合い、講師は各小教区で決める。
	
	

	　　　共同回心式はブロック担当司祭が各小教区に出向いて協力する。
	
	

	　　　四旬節の黙想会　　桑名：4/2（日）　　四日市：3/19(日）　近藤　雅広師　　鈴鹿：検討中

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．ブロック主催の聖書講座及び勉強会（信徒の信仰養成のため）
	
	

	　　　聖書講座　：　日　時　：　9月30日　(土）　　１４：００～
	
	
	

	　　　　　　　　　　　　テｰマ　：　担当司祭団へ一任する。
	
	
	
	

	　　　勉強会　　：　日程・内容については担当司祭団で検討する。
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．聖体奉仕の勉強会
	
	
	
	
	
	

	　　　日　時　：　２/18 (土）　１４：００～１６：００　　　　場所　：　四日市教会
	
	

	　　　聖体奉仕者以外の一般信徒も参加して頂く。
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４．ブロック親睦会（‘０５年度ウォクラリー参考）
	
	
	
	

	　　　目的はブロック内の各小教区信徒の親睦を深めることであり、スタイルについては担当教会に

	　　一任する。今年度は桑名教会担当
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５．夏季児童錬成会
	
	
	
	
	
	
	

	　　　小･中学生を対象に実施する。
	
	
	
	
	

	　　　予定日　：　7/24(月）　～　7/26(水）
	
	
	
	
	

	　　　場　所　　：　少年自然の家
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	６．代表者会議日程
	
	
	
	
	
	
	

	　　　三重ｶﾄ協議会　：　２月　　6月　　11月　　（年3回）
	
	
	
	

	　　　ブロック評議会　：　2月　　４月　　6月　　9月　　11月　　（2ヶ月おきで8月は開催しない）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	７．司教の三重地区集会
	
	
	
	
	
	

	　　　日　時　：　3月18日　（土）　１４：００
	
	
	
	
	

	　　　場　所　：　津研宗館
	
	
	
	
	
	

	　　　目　的　：　「各地区の共同宣教司牧ブロックがどのように歩み、その中でどのような問題を抱えて

	　　　　　　　　　　いるかを司教と共有し、更なる一年の歩みを有効に計画するため」
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８．司教の北勢ブロック訪問
	
	
	
	
	
	

	　　　日程　：　5月14日　(日）
	
	
	
	
	
	

	　　　場所　：　四日市教会
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	


	13) 中勢ブロック


	
	1
	月
	14日
	
	教師会
	
	
	

	
	
	
	15日
	
	第１回ブロック会議 (久居)
	

	
	3
	月
	 ５日
	
	第２回ブロック会議 (上野)
	

	
	4
	月
	１～２日
	
	中高生黙想会 (１泊)
	
	

	
	5
	月
	21日
	
	第３回ブロック会議 (津)
	

	
	7
	月
	16日
	
	第４回ブロック会議 (名張)
	

	
	
	
	22～23日
	
	教会学校サマーキャンプ
	

	
	8
	月
	 ６～15日
	
	平和平和旬間行事
	
	

	
	
	
	
	
	野尻湖キャンプ
	
	

	
	
	
	
	
	教会学校リーダー研修会
	

	
	9
	月
	 ３日
	
	中勢ブロック司教訪問 (津)
	

	
	
	
	17日
	
	第５回ブロック会議 (久居)　
	

	
	10
	月
	
	
	中高生黙想会
	
	

	
	11
	月
	19日
	
	第６回ブロック会議 (上野)
	


	14) 南勢ブロック


１．　合同ミサの企画を通して両教会の交流を促進する。
２．　ブロック会議を通して、さらに共同宣教司牧を推進する。

３．　司教訪問の準備における協力。

４．　松阪ウォーカソンにおける協力。

５．　分かち合いをそれぞれの教会で行い、教区からの課題を深めていく。

PAGE  
8

